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四
季
折
々
に
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
る
舘
野
公
園
。

初
夏
の
光
の
下
、
緑
が
公
園
を
覆
い
つ
く
し
て
い
ま
す
。

全
四
回
シ
リ
ー
ズ
の
二
回
目
。
舘
野
公
園
の
四
季
を
お

届
け
し
ま
す
。
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の
新
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。
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6月11日に六戸学園の構造躯体見学会を実施（三八・上北流域林業活性化センターを中心に開催）。県内外から関係者ら約360人が訪れた。

補
正
予
算

◇
一
般
会
計
に
４
１
６
３
万

円
増
額

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予

算
で
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出

に
４
１
６
３
万
円
を
増
額
し
、

総
額
が
１
３
５
億
６
２
６
３

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
う
ち
、
補
正
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
詳
し
く
は
８
㌻
の
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）

▽
霊
園
使
用
料
返
還
金

（
11
万
円
）

▽
都
市
公
園
費
用
対
効
果
分

析
業
ほ
か（

５
９
１
万
円
）

▽
新
た
な
図
書
館
シ
ス
テ
ム

の
導
入
と
、
シ
ス
テ
ム
導

入
に
係
る
視
察
旅
費
等

（
７
８
６
万
円
）

６
月
定
例
会

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
７
日
か
ら
11
日
ま
で
の
５
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
条
例
の
一
部
改
正
、
令

和
６
年
度
補
正
予
算
な
ど
、
５
件
の
案
件
が
町
長
か
ら

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
し
た
結
果
、
議
員
全
員
賛
成

で
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

質

疑

六
戸
霊
園
に
つ
い
て

山
本
実
議
員

問　
霊
園
使
用
料
返
還
金
の

内
容
は

町
民
課
長

答　
六
戸
霊
園
の
使
用
料
の

返
還
金
で
、
使
用
許
可
か
ら

５
年
以
内
に
返
還
を
希
望
し

た
方
は
、
使
用
料
の
５
割
を

返
還
し
ま
す
。

山
本
実
議
員

問　
六
戸
霊
園
は
あ
と
何
区

画
残
っ
て
い
る
の
か

町
民
課
長

答　
全
体
は
１
１
４
区
画
。

そ
の
う
ち
未
使
用
は
63
区
画

で
す
。

条
例
改
正

◇
六
戸
町
環
境
美
化
条
例
の

一
部
を
改
正

　
地
域
課
題
と
な
っ
て
い
る
、

ご
み
屋
敷
を
新
た
に
定
義
し
、

指
導
ま
た
は
勧
告
な
ど
の
条

例
に
基
づ
く
対
応
が
可
能
と

な
る
よ
う
に
改
正
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
た
に
代
執
行
を

定
義
し
、
今
後
想
定
さ
れ
る

生
活
環
境
の
悪
化
を
招
く
よ

う
な
事
案
に
つ
い
て
、
対
応

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

発　
　
議

◇
六
戸
町
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

◇
六
戸
町
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

議
会
に
お
け
る
手
続
き
に
関

し
、
公
用
情
報
通
信
機
器

（
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン

等
）
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
一

部
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

六戸学園　建設工事　順調

2024年7月3日から新紙幣が発行されました。今回は通貨にまつわるお話です。通貨にまつわる
トピックス

6
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と
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一 般 質 問
次のページは

　６月定例会の４日目に一般質問が
行われ、松村英子議員、盛田嘉彦議
員、長根一男議員、川村重光議員の
４人が登壇しました。
　一般質問は、３月、６月、９月、
12月に行われる定例会において、議
員が町の施策の状況や将来の方針な
どについて、問いただしたりするこ
とをいいます。

質問者と内容

①職員の働き方について
②子育て支援策について
③春まつりについて

4ページ

松
まつ

村
むら

英
えい

子
こ

議員

①健康診断について
②アピアランスケアについて
③職員採用について
④診療所について

5ページ

盛
もり

田
た

嘉
よし

彦
ひこ

議員

①野生鳥獣被害への対策について
②閉校後の各小・中学校の資料等の
保存方法

６ページ

長
なが

根
ね

一
かず

男
お

議員

①国際交流・教育について
②中学校部活動について

7ページ

川
かわ

村
むら

重
しげ

光
みつ

議員

※全文は町ホームページでご覧いただけます。
校舎には、青森県産の木材が約９割使用される

校内に設置される大階段

補
正
予
算

◇
一
般
会
計
に
６
７
５
万
円

を
増
額

　
一
般
会
計
予
算
で
は
、
既

定
の
歳
入
歳
出
に
６
７
５
万

円
を
増
額
し
、
総
額
が
、
１

３
６
億
８
０
２
８
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
う
ち
、
補
正
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
キ
タ
リ
ー
町
訪
問
に
対
す

る
町
長
の
特
別
旅
費

（
１
７
０
万
円
）

▽
義
務
教
育
学
校
新
設
に
伴

う
例
規
整
備
支
援
業
務
ほ

か　
　
　
（
１
６
５
万
円
）

工
事
の
請
負
契
約

◇
義
務
教
育
学
校
六
戸
学
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
等
整
備
工
事

・
契
約
金
額

　
１
億
７
７
１
０
万
円

・
契
約
先　
㈱
ユ
タ
カ
工
業

◇
義
務
教
育
学
校
六
戸
学
園

防
災
機
能
整
備
工
事

・
契
約
金
額
５
８
８
５
万
円

・
契
約
先　
㈲
中
村
建
設

◇
メ
イ
プ
ル
ス
タ
ジ
ア
ム
フ

ィ
ー
ル
ド
改
修
工
事

・
契
約
金
額
８
４
４
８
万
円

・
契
約
先　
㈱
福
萬
組

財
産
の
取
得

◇
義
務
教
育
学
校
六
戸
学
園

カ
ー
テ
ン
等

・
契
約
金
額
１
４
９
６
万
円

・
契
約
先

　
㈲
シ
ス
テ
ム
・
デ
ィ
ー

◇
義
務
教
育
学
校
六
戸
学
園

備
品
（
ロ
ッ
カ
ー
ほ
か
）

・
契
約
金
額
２
９
４
８
万
円

・
契
約
先

　
㈲
シ
ス
テ
ム
・
デ
ィ
ー

７
月
臨
時
会

　
７
月
臨
時
会
は
、
令
和
６
年
７
月
10
日
の
１
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
、
専
決
処
分
の
報
告
や
工
事
の
請
負
契
約
、
財
産

の
取
得
な
ど
７
件
が
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
し
た
結
果
、
議
員
全
員
賛
成
で
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

新札に描かれる人物は、通貨行政を担当する財務省、発行元の日本銀行、製造元の国立
印刷局の３者で協議を行い、最終的には日本銀行法に基づき財務大臣が選定します。

通貨にまつわる
トピックス



令和６年７月19日発行　4

一
般
質
問

若手職員と意見交換を
職員一人一人と面談を実施済み ― 副町長

６
月
定
例
会
は
、
４
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

６
月
９
日
に
町
長
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
感
染
し
た
た
め
、
職
務
は
副
町
長
が
代
行
し
ま
し
た
。

問問　
希
望
を
持
て
る
職
場
に

す
る
た
め
に
、
町
役
場
の

若
手
職
員
と
意
見
交
換
を
す
る

考
え
は

副
町
長

副
町
長　
町
長
は
就
任
し
た

際
に
課
長
と
課
長
補

佐
で
構
成
す
る
庁
議
に
お
い
て

職
員
個
々
を
知
る
こ
と
と
、
仕

事
に
対
し
て
の
意
欲
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
た
め
、

2
月
28
日
か
ら
3
月
8
日
に
か

け
て
職
員
一
人
一
人
と
面
談
を

し
て
い
ま
す
。

問問　
職
員
の
時
間
外
手
当
は

適
切
に
支
給
さ
れ
て
い
る

の
か副

町
長

副
町
長　
時
間
外
勤
務
に
つ

い
て
は
短
期
間
で
集

中
的
な
業
務
を
実
施
す
る
場
合

な
ど
、
所
属
長
が
適
正
と
判
断

し
た
も
の
に
つ
い
て
、
時
間
外

松
ま つ

村
む ら

 英
え い

子
こ

議員

勤
務
命
令
を
受
け
勤
務
し
、
命

令
を
受
け
て
勤
務
し
た
も
の
に

は
時
間
外
手
当
を
支
給
し
て
い

ま
す
の
で
、
適
正
に
支
払
っ
て

い
ま
す
。

問問　
前
回
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
つ
い
て
指
導
し
て
い
き

た
い
と
回
答
を
受
け
て
い
た
が
、

そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
指
導
を

し
た
の
か

副
町
長

副
町
長　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
対
策
は
速

や
か
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
昨
年

度
は
町
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
に
関
す
る
要
網
及
び
町
服

務
規
程
を
改
正
し
た
ほ
か
、
町

職
員
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
指

針
及
び
町
職
員
の
懲
戒
処
分
の

基
準
に
関
す
る
要
綱
、
町
職
員

倫
理
規
程
を
新
た
に
制
定
し
、

職
員
に
周
知
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
全
職
員
を
対
象

と
し
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
会

等
の
開
催
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

専
門
知
識
の
あ
る
職
員
の
配
置

は
現
在
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

外
部
の
専
門
的
人
材
も
含
め
体

制
の
整
備
を
考
え
て
い
ま
す
。

町
の
子
育
て
支
援
策
は

乳
幼
児
等
の
食
育
推
進
に
取
り
組
む
―
副
町
長

問問　
町
と
し
て
何
を
重
点
に

子
育
て
支
援
施
策
を
実
施

し
て
い
る
の
か

副
町
長

副
町
長　
町
の
子
育
て
支
援

事
業
に
つ
い
て
は
、

第
2
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
に
よ
り
、
子
育
て
環

境
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
乳
幼
児
等
の

健
康
確
保
の
た
め
食
育
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

春
ま
つ
り
の
次
年
度
の
計
画
は

町
観
光
協
会
と
検
討
―
副
町
長

問問　
六
戸
春
ま
つ
り
の
、
次

年
度
の
計
画
は

副
町
長

副
町
長　
町
観
光
協
会
主
催

の
春
ま
つ
り
は
、
桜

の
開
花
時
期
が
、
従
来
「
春
ま

つ
り
期
間
」
と
し
て
定
め
て
い

た
連
休
時
期
よ
り
も
、
年
々
早

く
な
り
、
連
休
期
間
中
に
は
、

大
部
分
が
葉
桜
と
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
か
ら
、
春
ま
つ
り
を
開

催
し
て
も
花
見
が
目
的
の
来
場

者
が
減
少
し
て
き
た
た
め
、
令

和
2
年
度
か
ら
休
止
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
の
新
た
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
町
観
光
協
会
と
連

携
し
、
協
力
し
て
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

仕事がしやすい職場に

新しい紙幣のうち、１万円札の渋沢栄一は十和田市で渋沢農場を開設。通貨にまつわる
トピックス
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一
般
質
問

盛
も り

田
た

 嘉
よ し

彦
ひ こ

議員

問問　
健
診
率
向
上
に
向
け
、

今
年
度
の
取
り
組
み
は

副
町
長

副
町
長　
通
年
で
個
別
健
診

が
で
き
る
よ
う
に
、

委
託
先
の
拡
充
や
平
日
に
実
施

し
て
い
た
婦
人
科
検
診
を
土
日

も
加
え
て
実
施
し
ま
す
。　

　
ま
た
、
継
続
事
業
で
あ
る
、

40
歳
か
ら
55
歳
ま
で
の
国
保
人

間
ド
ッ
ク
の
個
人
負
担
軽
減
事

業
や
元
気
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
事

業
と
も
組
み
合
わ
せ
、
受
診
率

の
向
上
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問問　
Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診
※
を
実
施

す
る
考
え
は

副
町
長

副
町
長　
令
和
４
年
度
に
国

保
被
保
険
者
を
対
象

に
、
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業

の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
実
施
に
当
た
り
、
費
用
の

面
や
事
前
準
備
等
を
含
め
様
々

な
課
題
が
あ
る
た
め
、
今
後
検

討
し
、
体
制
を
整
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問　
が
ん
治
療
に
よ
っ
て
脱

毛
し
た
方
が
使
う
医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
、
乳
房
の
外
科
手
術

に
よ
る
変
形
を
補
整
す
る
胸
部

補
整
具
等
の
購
入
に
対
し
て
助

成
す
る
考
え
は

副
町
長

副
町
長　
外
見
ケ
ア
は
現
在

の
が
ん
治
療
に
は
欠

か
せ
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
が
ん
患
者
の
経
済
的
、

精
神
的
負
担
を
可
能
な
限
り
軽

減
す
る
た
め
、
今
後
、
制
度
導

入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

健診率向上への取り組みは
通年で個別健診を実施 ― 副町長

問問　
今
年
度
の
町
役
場
職
員

の
採
用
試
験
に
お
い
て
、

統
一
試
験
の
他
に
個
別
試
験
を

実
施
し
て
は

総
務
課
長

総
務
課
長　
近
年
、
内
定
通

知
を
出
し
た
後
の

辞
退
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
採

用
者
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、

今
年
度
か
ら
個
別
試
験
を
実
施

し
て
い
く
予
定
で
す
。

問問　
赤
字
軽
減
に
向
け
て
、

診
療
所
の
今
年
度
の
重
点

的
な
取
り
組
み
は

副
町
長

副
町
長　
こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ

感
染
症
を
考
慮
し
、

内
視
鏡
検
査
等
に
つ
い
て
検
査

を
制
限
し
て
い
ま
し
た
が
、
感

染
症
発
生
前
の
水
準
ま
で
戻
す

こ
と
を
目
標
に
、
検
査
体
制
の

採
用
試
験
で
個
別
試
験
を

今
年
度
か
ら
実
施
予
定
―
総
務
課
長

診
療
所
の
赤
字
軽
減
に
向
け
た
取
り
組
み
は

検
査
体
制
の
充
実
を
図
る
―
副
町
長

問問　
他
市
町
村
と
差
別
化
す

る
た
め
に
、
採
用
試
験
に

合
格
し
た
者
に
対
し
返
済
す
る

奨
学
金
を
町
で
支
援
し
て
は

副
町
長

副
町
長　
奨
学
金
の
返
済
支

援
は
、
現
職
員
と
の

兼
ね
合
い
も
あ
る
た
め
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
皆
様
が
安
心
し

医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
医

療
従
事
者
の
資
質
向
上
と
接
遇

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
し
、
頼
り

に
さ
れ
る
よ
う
な
医
療
機
関
と

し
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

年に１回は健診を受けましょう！

六戸町　健康づくり推進キャラクター
にんじゃヒーロー「やべーすけ」

アピアランスケア※

に助成を
制度導入について検討 ― 副町長

誌
面
の
都
合
上
、
各
議
員
の
質
問
事
項
と
そ
の
答
弁
を
一
般
質
問
し
た
議
員
が
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※ アピアランスケア
　がんやその治療に伴う外見変化に起因する身体・心理・社
会的な困難に直面している患者さんを支えるケア。

※
Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診

　
ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
の
略

語
で
、「
生
活
の
質
」の
こ
と
。
弘
前
大

学
が
開
発
し
た
、
即
日
２
時
間
で
測

定
・
結
果
通
知
・
健
康
教
育
ま
で
を
完

成
さ
せ
る
コ
ン
パ
ク
ト
型
の
健
診
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。

千円札に採用された北里柴三郎を学祖とする北里大学は十和田市に獣医学部を置いています。
通貨にまつわる
トピックス
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一
般
質
問

問問　
閉
校
す
る
各
小
中
学
校

の
校
歌
・
校
旗
・
校
章
な

ど
学
校
の
歴
史
資
料
の
保
存
・

保
管
方
法
は

副
町
長

副
町
長　
町
内
小
中
学
校
に

あ
る
、
校
歌
・
校
旗

・
校
章
は
、
閉
校
記
念
事
業
の

中
で
全
て
、
動
画
や
記
録
画
像

と
し
て
デ
ー
タ
化
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
歴
史
に
残
る
資
料

の
デ
ー
タ
化
を
進
め
、
六
戸
学

園
内
に
設
置
す
る
サ
ー
バ
ー
等

へ
、
保
存
・
保
管
す
る
予
定
で

す
。問問　

六
戸
学
園
内
で
の
展
示

で
は
一
般
の
方
が
見
る
こ

と
が
出
来
な
い
の
で
は
。
図
書

館
内
に
展
示
し
て
み
て
は

副
町
長

副
町
長　
図
書
館
内
に
は
、

展
示
場
所
を
整
え
て

い
ま
す
が
、
ス
ペ
ー
ス
に
限
り

が
あ
る
た
め
、
実
物
を
直
接
展

示
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
※
を
活

用
し
、
学
校
の
歩
ん
で
き
た
様

子
を
映
像
で
伝
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

※
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

　
大
型
情
報
掲
示
機

問問　
過
去
に
統
廃
合
し
た
学

校
（
昭
陽
・
折
茂
・
長
谷

等
）
の
資
料
も
デ
ー
タ
化
さ
れ

る
予
定
か

教
育
課
長

教
育
課
長　
過
去
に
統
廃
合

し
た
学
校
の
資
料

も
相
当
数
あ
り
ま
す
。
デ
ー
タ

化
に
努
め
、
六
戸
学
園
で
伝
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
ー
タ
化
し
た
も
の

は
、
貸
し
出
す
こ
と
も
可
能
と

な
る
予
定
で
す
。

長
な が

根
ね

 一
か ず

男
お

議員

熊
の
目
撃
情
報
が
あ
っ
た
た
め
、
舘
野
公

園
内
に
設
置
さ
れ
た
看
板

問問　
最
近
、
熊
の
目
撃
情
報

が
町
防
災
無
線
で
流
れ
て

い
る
。
熊
や
イ
ノ
シ
シ
等
の
野

生
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
は

副
町
長

副
町
長　
住
民
か
ら
の
相
談

に
よ
り
、
必
要
に
応

じ
て
猟
友
会
へ
依
頼
し
、
駆
除

や
捕
獲
の
許
可
を
出
し
対
応
し

て
い
ま
す
。
熊
や
イ
ノ
シ
シ
な

ど
の
危
険
性
の
高
い
動
物
の
目

撃
情
報
は
、
町
の
防
災
無
線
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
を

利
用
し
、
町
全
体
に
周
知
し
て

い
ま
す
。

農
政
課
長

農
政
課
長　
熊
、
イ
ノ
シ
シ

等
が
出
た
場
合
、

猟
友
会
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
麻
酔

銃
の
使
用
が
必
要
に
な
っ
て
き

た
場
合
は
県
猟
友
会
を
通
し
派

遣
依
頼
を
し
ま
す
。

問問　
現
在
の
町
の
猟
友
会
の

人
数
と
平
均
年
齢
は

農
政
課
長

農
政
課
長　
昨
年
度
ま
で
は

５
名
で
し
た
が
、

２
名
の
方
が
試
験
に
合
格
し
、

現
在
は
７
名
で
す
。
平
均
年
齢

は
61
歳
で
す
。

問問　
猟
友
会
の
高
齢
化
対
策

と
し
て
、
担
い
手
の
育
成

を
推
進
し
て
い
く
取
り
組
み
は

副
町
長

副
町
長　
県
で
は
狩
猟
免
許

の
取
得
に
関
す
る
講

習
会
、
試
験
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
町
で
は
免
許
取
得
を
推
進

す
る
た
め
、
試
験
に
関
す
る
日

程
や
申
込
み
に
関
し
、
町
広
報

や
回
覧
で
周
知
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
狩
猟
免
許
取
得
費
補

助
金
事
業
を
実
施
し
、
免
許
取

得
者
に
対
し
県
猟
友
会
六
戸
支

部
へ
加
入
す
る
こ
と
を
要
件
に
、

試
験
に
掛
か
っ
た
講
習
受
講
料

な
ど
を
助
成
し
人
員
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
。

閉校後の資料等の保存方法は
データ化して保存 ― 副町長

野
生
鳥
獣
被
害
へ
の
対
策
は

必
要
に
応
じ
駆
除
や
捕
獲
を
実
施
―
副
町
長

日本で最も古い紙幣は、安土桃山時代の末期、三重県伊勢市で流通し始めた「山田羽書(やまだはがき)」と
言われています。

通貨にまつわる
トピックス
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一
般
質
問

川
か わ

村
む ら

 重
し げ

光
み つ

議員

問問　
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

の
今
後
の
予
定
は

教
育
長

教
育
長　
令
和
７
年
度
か
ら

事
業
を
再
開
す
る
こ

と
を
キ
タ
リ
ー
町
教
育
委
員
会

と
確
認
し
、
令
和
７
年
７
月
下

旬
か
ら
８
月
上
旬
に
キ
タ
リ
ー

町
か
ら
の
訪
問
団
を
受
け
入
れ

る
予
定
で
す
。
ま
た
、
令
和
８

年
１
月
中
旬
に
か
け
て
当
町
か

ら
派
遣
団
が
渡
米
す
る
予
定
で

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
の
中
学
生
海
外
交
流
実
行
委

員
会
で
検
討
中
で
す
。

問問　
選
考
方
法
、
経
費
、
日

程
、
事
業
の
効
果
は

教
育
長

教
育
長　
派
遣
生
徒
の
選
考

や
経
費
に
つ
い
て
は
、

中
学
生
海
外
交
流
実
行
委
員
会

で
決
定
を
し
て
い
ま
す
。

　
選
考
に
当
た
り
、
応
募
動
機

中学生海外派遣の予定は
令和７年度から事業を再開 ― 教育長

中
学
校
部
活
動
の
今
後
は

町
内
２
中
学
校
の
部
活
動
は
継
続
―
教
育
長

に
つ
い
て
の
作
文
、
個
人
面
接
、

本
交
流
事
業
の
目
的
を
達
成
で

き
る
生
徒
を
多
面
的
・
多
角
的

に
判
断
し
、
選
抜
し
て
い
ま
す
。

参
加
経
費
は
、
一
定
程
度
の
費

用
負
担
（
令
和
元
年
度
は
5
万

円
）
を
求
め
、
日
程
に
つ
い
て

は
、
当
町
だ
け
で
は
な
く
、
キ

タ
リ
ー
町
の
事
情
も
考
慮
し
決

定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
の
教
育
的
効
果
を

数
値
に
し
て
表
す
こ
と
は
難
し

い
の
で
す
が
、
同
世
代
の
仲
間

が
経
験
し
た
こ
と
に
触
れ
る
機

会
が
あ
る
こ
と
が
、
生
徒
た
ち

へ
異
文
化
へ
の
理
解
や
関
心
を

高
め
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

問問　
当
町
と
キ
タ
リ
ー
町
で

友
好
都
市
締
結
を
交
わ
し

て
は副

町
長

副
町
長　
友
好
都
市
締
結
の

要
件
は
経
済
活
動
を

含
め
た
交
流
事
業
を
行
う
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
当
町
で
は

様
々
な
分
野
で
体
制
を
整
え
る

ま
で
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問問　
六
戸
学
園
は
英
語
教
育

に
重
点
を
置
く
よ
う
だ
が
、

多
言
語
に
触
れ
る
時
間
も
考
え

て
み
て
は

教
育
長

教
育
長　
六
戸
学
園
で
は
、

国
際
理
解
教
育
を
は

じ
め
外
国
語
活
動
・
外
国
語
科

の
充
実
を
教
育
課
程
編
成
の
柱

の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。
外
国

語
活
動
・
外
国
語
の
指
導
に
お

い
て
英
語
を
扱
い
つ
つ
、
発
達

段
階
や
学
習
段
階
を
考
慮
し
な

が
ら
、
多
言
語
に
も
触
れ
ら
れ

る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問問　
各
中
学
校
の
部
活
動
の

現
状
と
今
後
の
見
通
し
、

ま
た
、
部
活
動
の
地
域
移
行
は

教
育
長

教
育
長　
六
戸
中
学
校
で
活

動
し
て
い
る
部
活
動

は
、
陸
上
競
技
、
軟
式
野
球
、

卓
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
吹
奏
楽
、
サ
ッ
カ

ー
は
休
部
中
。
七
百
中
学
校
は

陸
上
競
技
、
軟
式
野
球
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

吹
奏
楽
で
す
。

　
六
戸
学
園
開
校
時
、
現
在
２

校
で
開
設
し
て
い
る
部
活
動
は

継
続
し
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

ゴ
ル
フ
の
新
設
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い

て
は
、
指
導
者
の
確
保
が
難
し

く
、
す
ぐ
に
地
域
移
行
す
る
こ

と
は
難
し
い
状
況
で
す
。

問問　
新
部
が
望
ま
れ
た
場
合

の
対
応
は

教
育
長

教
育
長　
六
戸
学
園
開
校
時

の
部
活
動
は
、
開
校

準
備
委
員
会
で
方
向
性
を
話
し

合
わ
れ
て
い
ま
す
。
開
校
後
に

学
校
と
し
て
部
活
動
の
創
設
、

休
廃
部
等
の
ル
ー
ル
が
作
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

六戸学園開校時に新設が検討されている
バスケットボールとゴルフ

（写真はイメージです）

キ
タ
リ
ー
町
シ
ャ
プ
リ
中
学
校

1868年に日本に初めての全国共通の紙幣として発行されたのは「太政官(だじょうかん)札(さつ)」が
日本紙幣のはじまりと言われています。

通貨にまつわる
トピックス
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審議した議案の 否賛
議　案　名

採
決
賛
否

審
査
結
果

採
決
日

報　　告
損害賠償の額の決定について（走行していた町民バスが、対向車とすれ違った際、サイドミラー同
士が接触し、車両を損傷させた事故の損害賠償）

報　
告

５
月
14
日

令和５年度六戸町一般会計繰越明許費繰越計算書について

条 例 の
一部改正
（専決処分）

六戸町税条例の一部を改正する条例（地方税法等の一部を改正する法律等が施行されたことに伴
い、課税事務に支障をきたさないよう措置するために改正、また、滞在快適性等向上施設等の用
に供する一定の固定資産に係る特例割合の規定を新設）

全
員
賛
成　
　
　
　

承　
　
認　

六戸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例（地方税法施行令等の一部を改正する政令が施
行されたことに伴い、課税事務に支障をきたさないよう措置するために改正）
六戸町地方活力向上地域における固定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条例（地
方再生法第17条の6の地方公共団体等を定める省令が公布されたことに伴い、課税事務に支障を
きたさないよう措置するために改正）

令和５年度
補正予算
（専決処分）

六戸町一般会計補正予算（第８号）（2億6190万円の減額補正）
六戸町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）（5117万円の減額補正）
六戸町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）（3927万円の減額補正）
六戸町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）（118万円の減額補正）
六戸町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第３号）（2813万円を減額補正）

財産取得 財産の取得について（六戸町町民バス（中型バス）１台） 可
決財産の取得について（六戸町立義務教育学校六戸学園の備品）

議　案　名
採
決
賛
否

審
査
結
果

採
決
日

規 約 の
一部変更

青森県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び青森県市町村総合事務組合規約の変更
について（令和6年度から導入される森林環境税の賦課徴収について、市町村において地方税であ
る個人住民税均等割と併せて行うとされたため、規約の変更）

全
員
賛
成

可　
　
決

６
月
11
日

条例改正
特別災害による被害者に対する町税減免の特別措置に関する条例の一部を改正する条例（課税事
務に支障をきたさないよう改正）
六戸町環境美化条例の一部を改正する条例（地域の環境課題に対応できるよう所要の改正）

令和６年度
補正予算

六戸町一般会計補正予算（第１号）（4163万円の増額補正）
六戸町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）（90万円の増額補正）

議員発議

六戸町議会会議規則の一部を改正する規則案（議会に係る手続のオンライン化に対応した改正を
行い、所要の整備）
六戸町議会委員会条例の一部を改正する条例案（議会に係る手続のオンライン化に対応した改正
を行い、委員選任に関する規定の見直し）

第３回臨時会（開会５月14日）

第４回定例会（開会６月７日）

議　案　名
採
決
賛
否

審
査
結
果

採
決
日

令和６年度
補正予算
（専決処分）

六戸町一般会計補正予算（第２号）（１億1089万円の増額補正）

全
員
賛
成

承　
認

７
月
10
日

令和６年度
補正予算 六戸町一般会計補正予算（第３号）（675万円の増額補正）

可　
　
決

工事の契約
工事の請負契約（義務教育学校六戸学園グラウンド等整備工事）
工事の請負契約（義務教育学校六戸学園防災機能整備工事）
工事の請負契約（メイプルスタジアムフィールド改修工事）

財産取得 財産の取得について（義務教育学校六戸学園カーテン等）
財産の取得について（義務教育学校六戸学園備品（ロッカー等））

第５回臨時会（開会７月10日）

主要通貨の取引高　１位：米ドル6641　２位：ユーロ2293　3位：円1253　４位：ポンド969
　　　　　　　　　５位：人民元526（単位10億ドル）

審
議
し
た
議
案
の
賛
否

通貨にまつわる
トピックス
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ビ
オ
ト
ー
プ
活
動

　　

66
月月
1717
日
、
町
内
各
３
小
学
校
の
４
年

日
、
町
内
各
３
小
学
校
の
４
年

生
に
よ
る
舘
野
公
園
内
で
の
ビ
オ
ト
ー
プ

生
に
よ
る
舘
野
公
園
内
で
の
ビ
オ
ト
ー
プ

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

前
半
は
動
植
物
を
知
る
た
め
の
ビ
オ
ト

　

前
半
は
動
植
物
を
知
る
た
め
の
ビ
オ
ト

ー
プ
ツ
ア
ー
、
後
半
は
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ

ー
プ
ツ
ア
ー
、
後
半
は
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ

ニ
、
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
の
駆
除
と

ニ
、
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
の
駆
除
と
22
時時

間
に
わ
た
り
汗
で
び
し
ょ
び
し
ょ
に
な
り

間
に
わ
た
り
汗
で
び
し
ょ
び
し
ょ
に
な
り

な
が
ら
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

な
が
ら
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
た
。

　

主
催
者
か
ら
、
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
と
一

　

主
催
者
か
ら
、
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
と
一

緒
に
六
戸
の
自
然
を
守
っ
て
い
っ
て
も
ら

緒
に
六
戸
の
自
然
を
守
っ
て
い
っ
て
も
ら

い
た
い
。
と
い
う
問
い
に
大
き
な
声
で

い
た
い
。
と
い
う
問
い
に
大
き
な
声
で

「
は
い
！
」
と
答
え
て
い
た
の
が
印
象
的

「
は
い
！
」
と
答
え
て
い
た
の
が
印
象
的

で
し
た
。

で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

盛
田
嘉
彦

盛
田
嘉
彦

広
報
委
員
の

副町長から六戸町に対する思いを伺いました

副 町 長 にインタビュー

「魅力ある町づくりに取り組む」
　六戸町は私が生まれ育った場所であり、職員としてそして人と
して成長させていただいた町であります。これまでの経験を活か
し、魅力ある町づくりに誠心誠意取り組んでまいります。

円
ま る

子
こ

　富
と み

浩
ひ ろ

　副町長

【経　歴】
昭和62年六戸町役場職員。
税務課長、企画財政課長、
総務課長を歴任後、令和４年
３月退職。
令和6年３月８日副町長就任。
63歳。

大
量
に
捕
獲
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ

　
「
ろ
く
の
へ
議
会
だ
よ
り
第
１

２
０
号
（
２
０
２
４
年
5
月
３
日

発
行
）」
の
掲
載
内
容
に
つ
い
て
、

９
ペ
ー
ジ
の
人
権
擁
護
委
員
の
候

補
者
の
氏
名
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
正
し
く
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

臨
時
会
・
ち
ょ
っ
と
ひ
と
休
み

財
産
の
取
得

◇
六
戸
町
町
民
バ
ス（
中
型
バ
ス
）

１
台

・
契
約
金
額　
２
２
０
０
万
円

・
契
約
先い

す
ゞ
自
動
車
東
北
㈱

青
森
支
社
十
和
田
支
店

◇
義
務
教
育
学
校
六
戸
学
園
で

使
用
す
る
備
品

　
六
戸
学
園
で
使
用
す
る
電
子

黒
板
等
備
品
の
購
入

・
契
約
金
額

　
１
億
１
８
１
４
万
円

・
契
約
先

　
㈲
シ
ス
テ
ム・デ
ィ
ー

損
害
賠
償
の
報
告

　
令
和
5
年
11
月
14
日
、
町
道

犬
落
瀬
・
通
目
木
線
で
走
行
し

て
い
た
町
民
バ
ス
が
、
対
向
車

と
す
れ
違
っ
た
際
、
サ
イ
ド
ミ

ラ
ー
同
士
が
接
触
し
、
車
両
を

損
傷
さ
せ
た
事
故
の
示
談
が
成

立
し
、
1
万
６
２
３
１
円
の
損

害
賠
償
を
し
た
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
な
お
、
損
害
賠
償
金
は
全
国

自
治
協
会
自
動
車
損
害
共
済
か

ら
全
額
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

質

疑

川
村
重
光
議
員

問　
前
回
も
バ
ス
の
事
故
が
あ

っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
委
託

業
者
に
も
っ
と
厳
し
く
指
導
を

す
る
べ
き
で
は

町
長

答　
町
民
が
乗
車
す
る
バ
ス
で

す
の
で
、
委
託
業
者
に
は
再
度
、

安
全
運
転
徹
底
の
指
導
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

５
月
臨
時
会

　
５
月
臨
時
会
は
、
令
和
６
年
５
月
14
日
の
１
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。
専
決
処
分
の
報
告
や
条
例
の
一
部
改
正
、

令
和
５
年
度
の
補
正
予
算
、
財
産
の
取
得
な
ど
12
件
が
町
長

か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
し
た
結
果
、
議
員
全
員
賛
成
で
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

↓

正人権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

（
林　
一
枝=

小
松
ケ
丘
、再
任
）

　

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
版
の

「
ろ
く
の
へ
議
会
だ
よ
り
第
１
２

０
号
（
２
０
２
４
年
5
月
３
日
発

行
）」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
訂
正

済
み
の
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

誤人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

（
小
林
一
枝=

小
松
ケ
丘
、再
任
）

お詫び
と

訂 正

主要通貨の総量　1位：人民元40,553　2位：米ドル20,825　3位：ユーロ17,569　4位：円　10,613
　　　　　　　　5位：ポンド　4,411（単位10億ドル）

通貨にまつわる
トピックス



令和６年７月19日発行　10

　
六
戸
町
議
会
で
は
、
令
和

５
年
４
月
の
町
議
会
選
挙
で

新
議
員
が
加
わ
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
議
会
基
本
条
例
と
議

会
改
革
に
つ
い
て
見
識
を
深

め
る
た
め
、
青
森
大
学
の
佐

藤
淳
教
授
を
招
い
て
サ
ウ
ン

ド
カ
ー
ド
を
使
っ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
プ
形
式
の
議
員
研
修
会

を
令
和
6
年
4
月
24
日
開
催

し
ま
し
た
。

　
佐
藤
教
授
と
は
平
成
26
年

に
初
め
て
議
会
報
告
会
を
行

っ
て
か
ら
、
議
会
基
本
条
例

の
制
定
を
経
て
中
学
生
・
高

校
生
・
大
学
生
や
町
民
と
の

意
見
交
換
会
、
条
例
の
検
証

等
、
そ
の
都
度
ご
指
導
を
受

け
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
地
域
に
出
向
い

て
町
民
と
の
意
見
交
換
会
や

教
育
・
産
業
の
分
野
に
絞
っ

て
関
係
団
体
と
の
意
見
交
換

会
を
開
催
す
る
な
ど
活
動
し

て
来
ま
し
た
が
、
令
和
2
年

春
か
ら
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の

た
め
意
見
交
換
会
が
中
止
と

な
り
、
議
会
改
革
の
活
動
の

再
ス
タ
ー
ト
と
し
て
令
和
４

年
12
月
に
最
後
の
六
戸
高
校

生
に
よ
る
模
擬
議
会
を
開
催

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
議
会
や
各
委

員
会
の
議
員
間
討
議
を
通
じ

て
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

貴
重
な
ご
意
見
を
、
政
策
提

言
と
し
て
町
執
行
部
に
提
案

で
き
る
よ
う
進
化
し
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
町

民
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

杉
山
茂
夫

　
議
会
運
営
委
員
会
は
議
会

改
革
の
た
め
の
委
員
会
設
置

を
決
定
し
、
議
員
６
名
で

「
議
会
改
革
推
進
委
員
会
」

を
発
足
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
６
月
27
日
の
委

員
会
で
は
、
今
年
度
の
活
動

方
針
と
し
て
来
年
度
開
校
す

る
六
戸
学
園
を
テ
ー
マ
に
、

最
初
の
卒
業
生
と
な
る
現
中

学
校
２
年
生
を
対
象
に
意
見

交
換
会
を
開
催
す
る
こ
と
で

決
定
し
ま
し
た
。

　
開
催
日
は
七
百
中
と
11
月

27
日
、
六
戸
中
と
は
12
月
13

日
を
予
定
し
、
佐
藤
教
授
の

進
行
の
元
、
サ
ウ
ン
ド
カ
ー

ド
を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
生
徒
と
議
員
で
、
新
学

園
へ
の
思
い
と
願
い
を
語
り

合
う
場
と
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ま
た
、
来
年
度
は
県
内
の

先
進
地
と
し
て
三
戸
町
議
会

の
視
察
研
修
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

委
員
長　
杉
山
茂
夫

中
学
２
年
生
と
議
会
の

意
見
交
換
会
予
定

過
去
に
中
学
生
と
意
見
交
換
会
を
し
た

時
の
様
子

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す

議
員
基
本
条
例
と
議
会
改
革
の
議
員
研
修
会

議会改革推進委員会を設置

議
会
改
革
推
進
委
員
会

委
員
長

　
杉
山　
茂
夫

副
委
員
長

　
盛
田　
嘉
彦

委　
員

　
松
村　
英
子

　
松
橋　
一
男

　
種
市　
正
孝

　
長
根　
一
男

　定例会では、町民に密接に関係するさまざまな事項が審議されて
いて、どなたでも傍聴できます。町政への知識を深め、町政を身近
に感じるために、議会を傍聴しませんか？
　次回は９月に開催されます。　　　■問　議会事務局　☎55－4547

議会を傍聴しませんか？

サウンドカードを使ったワークショップ説明を行う佐藤淳教授 サウンドカード

日本の偽札発見枚数　令和2年2,693枚　令和3年2,110枚　令和4年948枚　令和5年681枚（警視庁）

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
ほ
か

通貨にまつわる
トピックス
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　総務常任委員会の今年度の活動計画に
ついて話し合いを行いました。

　委員からは所管事務調査として、教育をテーマ
にＧＩＧＡスクール、コミュニティースクール、
部活動の地域移行について、調査、確認を行いた
いと意見がでました。今後、調査、研究のための
活動を行いたいと思います。　

委員長　山本　実

産業民生常任委員会

総務常任委員会

広報紙作成のポイントについて学ぶ 所管課の説明を受ける

今年度の活動を協議、「教育」をテーマに

議会広報委員会

4
30

5
10

　青森市の青森県労働福祉会館で行われ
た、町村議会広報研修会に広報委員4名

で参加しました。
　研修内容は、グラフィックデザイナーの長岡光
弘氏を講師に、前半は「広報紙作成の基本ポイン
ト」の指導を、後半は各5町村議会の広報紙が講
師より指導、添削を受けました。
　住民に情報が伝わる紙面、見やすい紙面にする
など、住民視点に立った紙面表現が大切だと、力
を入れて説明していました。
　広報紙は町内各世帯に配布されますが、自分で
読みたいと思い購入したものではないため、配ら
れた時に読んでみたいと思われるものでなければ、
読まずに終わる可能性もあるため、読んでみたく
なる広報紙を作成することの大切さを学びました。
改めて、読みやすく、見たくなる、面白いをモッ
トーに広報紙を作成していきたいと思います。

副委員長　松村英子

5
29

　産業民生常任委員会では、町民課より
6月定例会での「六戸町環境美化条例」の

一部を改正する、条例案の説明を受けました。
　委員会では、この条例改正により、地域の良好
な生活環境の保全が努められるように要望があり
ました。
　また、今年度の活動計画について話し合い、近
年町内のイベントで人材不足等の問題が多いとの
意見が出ているため、「まちづくり推進課」を中心
に聞き取り、調査をしていきたいとの意見が出ま
した。
　その他には、９月に六ケ所原燃PRセンターの
視察をすることに決定いたしました。

委員長　長根一男

　
第
38
回
町
村
議
会
広
報
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
で
ろ
く
の
へ

議
会
だ
よ
り
が
奨
励
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
議
会
改
革
は
『
情
報
公
開

か
ら
』
と
河
野
広
報
委
員
長

か
ら
始
ま
っ
た
議
会
だ
よ
り

の
刷
新
運
動
が
、
杉
山
、
種

市
、
盛
田
、
松
橋
の
５
代
委

員
長
を
経
て
、
よ
う
や
く
実

を
結
ん
だ
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
最
優
秀
賞
の
先

進
地
で
あ
る
山
形
県
川
西
町

は
じ
め
岩
手
県
各
町
村
を
訪

ね
て
歩
き
、
そ
の
編
集
方
法

を
学
び
、
ひ
た
す
ら
原
稿
を

書
き
な
が
ら
、
タ
イ
ト
ル
や

写
真
を
選
び
、
試
行
錯
誤
を

重
ね
て
紙
面
づ
く
り
を
し
て

き
た
結
果
で
す
。

　
今
ま
で
広
報
委
員
と
し
て

携
わ
っ
た
議
員
と
事
務
局
、

そ
し
て
読
者
で
あ
る
町
民
の

皆
さ
ま
と
喜
び
を
分
か
ち
合

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
後
も
手
に
取

っ
て
読
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り

を
作
成
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
広
報
委
員　
杉
山　
茂
夫

受
賞
し
た
議
会
だ
よ
り
１
１
５
号

前
回
の
広
報
委
員
の
メ
ン
バ
ー
と

ろくのへ議会だより
町村議会広報全国コンクール

奨励賞を受賞

常
任
委
員
会
ほ
か

研修会の会場にて

偽札の発見枚数　日本円を１として　ユーロ137枚　ドル275枚　ポンド500枚通貨にまつわる
トピックス



　　

ら
直
接
輸
入
し
、
デ
ザ
イ
ン

か
ら
製
作
ま
で
全
部
ひ
と
り

で
行
っ
て
い
ま
す
。
出
来
上

が
っ
た
衣
装
を
、
子
供
た
ち

が
着
て
い
る
姿
を
想
像
す
る

だ
け
で
嬉
し
い
で
す
ね
。

日
本
と
の
縁

　
日
本
語
を
覚
え
た
こ
と
で

人
生
の
選
択
肢
が
増
え
ま
し

た
し
、
今
で
は
多
く
の
日
本

人
の
友
人
が
で
き
ま
し
た
。

時
々
、
私
の
前
世
は
日
本
人

だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

思
っ
た
り
す
る
く
ら
い
日
本

に
は
縁
が
あ
る
な
と
感
じ
て

い
ま
す
（
笑
）
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キ
ラ
リ
六
戸
人
で
タ
ニ
ー

ミ
ッ
ト
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
た
。
そ
の
明
る
さ
、
多

彩
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
引
き
込

ま
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
１

時
間
が
終
了
し
た
。
異
国
の

地
で
ご
苦
労
も
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
が
そ
の
よ
う
な
雰

囲
気
は
微
塵
も
感
じ
さ
せ
ず

に
半
生
を
振
り
返
っ
て
い
た
。

そ
の
濃
密
な
半
生
は
、
ド
ラ

マ
を
観
て
い
る
よ
う
な
感
じ

が
し
て
い
た
。
自
分
と
ほ
ぼ

同
世
代
。
無
為
に
過
ご
し
て

い
た
自
分
に
反
省
を
促
す
に

は
十
分
な
時
間
だ
っ
た
。
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
タ
ニ
ー
ミ

ッ
ト
さ
ん
を
見
習
い
、
精
力

的
に
議
会
活
動
に
取
り
組
み

た
い
。

　
広
報
委
員
長　
松
橋
一
男

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
松
　
橋
　
一
　
男

副
委
員
長　
松
　
村
　
英
　
子

委　
　
員　
盛
　
田
　
嘉
　
彦

長
　
根
　
一
　
男

杉
　
山
　
茂
　
夫

高
　
坂
　
　
　
茂

発
行
責
任
者

議　
　
長　
下
　
田
　
敏
　
美

編
集
後
記

聞
き
手
　
松
橋 

一
男

松
村 

英
子

（

）

貧
し
か
っ
た
幼
少
期

　
タ
イ
、
バ
ン
コ
ク
近
郊
の

ノ
ン
タ
ブ
リ
ー
県
で
６
人
兄

妹
の
４
番
目
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
家
が
貧
し
か
っ
た
の
で
、

７
才
か
ら
野
菜
の
収
穫
を
朝

３
時
か
ら
手
伝
い
を
し
、
十

代
の
こ
ろ
は
母
親
と
一
緒
に

小
舟
に
乗
っ
て
外
国
の
船
員

を
相
手
に
果
物
を
売
っ
た
り

し
て
生
計
を
支
え
て
い
ま
し

た
。

　
商
売
を
す
る
う
ち
に
日
本

人
か
ら
簡
単
な
日
本
語
を
教

え
て
も
ら
い
、
日
本
語
を
覚

え
て
い
き
ま
し
た
。
勉
強
は

好
き
だ
っ
た
の
で
、
読
み
書

き
を
独
学
で
学
び
、
同
じ
よ

う
に
、
英
語
も
中
国
語
も
独

学
で
覚
え
て
い
き
ま
し
た
。

今
で
も
外
国
語
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
外
国
の
ニ
ュ
ー
ス
は

欠
か
さ
ず
に
聞
い
て
い
ま
す
。

二
十
歳
の
時
に
来
日

　
日
本
人
男
性
と
結
婚
し
た

の
が
き
っ
か
け
で
、
二
十
歳

の
時
に
来
日
。
タ
イ
国
政
府

観
光
庁
東
京
事
務
所
で
秘
書

と
し
て
勤
め
ま
し
た
。
タ
イ

国
政
府
で
は
、
タ
イ
文
化
を

日
本
に
広
め
て
欲
し
い
と
要

望
が
あ
っ
た
の
で
、
秘
書
の

傍
ら
東
京
都
内
で
タ
イ
料
理

の
お
店
を
開
き
ま
し
た
。
お

店
も
繁
盛
し
、
忙
し
い
毎
日

で
し
た
が
、
苦
労
し
た
と
感

じ
た
こ
と
は
一
度
も
な
く
、

充
実
し
た
毎
日
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
離
婚
し
た
た
め

単
身
カ
ナ
ダ
へ
移
住
し
ま
し

た
。
現
在
の
夫
（
元
米
軍

人
）
と
出
会
い
、
再
来
日
。

米
軍
基
地
が
あ
る
三
沢
市
に

住
み
始
め
、
子
供
服
の
お
店

を
始
め
ま
し
た
。
お
店
は
お

遊
戯
会
の
衣
装
が
メ
イ
ン
な

の
で
、
購
入
す
る
方
は
数
十

着
単
位
で
購
入
し
て
い
き
ま

す
。
衣
装
の
生
地
は
外
国
か

町民の皆さんの
がんばりは町の元気!!

今回は町でお店を
開いたタニーミット
山本珠美さんです。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
舘
野
地
区
在
住
。
タ
イ
出
身
。
二
十
歳
の
時

に
来
日
し
、
そ
の
後
、
カ
ナ
ダ
へ
。
夫
の
仕
事
の
関
係
で
日
本

へ
再
来
日
、
１
９
９
１
年
に
三
沢
市
に
移
り
住
む
。
１
９
９
4

　
年
に
三
沢
市
で「
た
み　
子
供
服
」を
立
ち
上
げ
る
。
２
０
２
0

　

年
に
六
戸
町
へ
引
越
し
。２
０
２
４
年
2
月
に
店
舗
も
六
戸
町

へ
移
転
さ
せ
た
。

　
　

趣
味
は
家
庭
菜
園
と
縫
物
。
１
９
５
４
年
生
ま
れ
。
70
才
。

日
本
語
、
タ
イ
語
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
中
国
語
、
英
語
も
堪

能
。
家
族
は
夫
、
猫
４
匹
。

六戸町大字犬落瀬字押込1-3
電話／090-6784-6949　定休日／水曜
営業時間／10：00～17：00
【取扱商品】
★お遊戯会用品
★輸入子供服
★パーティードレス
★シルバーアクセサリー
★手作りエプロン等
※電話してからの来店を
　お勧めいたします。

たみ 子供服

タ
ニ
ー
ミ
ッ
ト

山や
ま

本も
と

珠た
ま

美み

さ
ん


